
教 育 研 究 業 績 書 

令和 7 年 5 月 1 日 
氏名  脇山 英靖   

研究分野 研究内容のキーワード 
文学教材における読解指導

（国語科教育法） 
分析批評、「読みの観点」の習得・活用、「記号論的発問」 

教育上の能力に関する事項 

事   項 年 月 日 概   要 
1. 教育方法の実践例 
 
 

 
 

特記事項なし 
 

2. 作成した教科書、教材 
 
 

平成23年4月 

 

 

「朝の１０分間テスト国語」（東京書籍版「新しい国語

」準拠）執筆.説明文、物語文、作文、文法など、ワー

クシートを作成する。 

令和2年4月 

 

教師用指導書執筆者（東京書籍：令和２年度４月使用教

科書：国語４年） 

※教師用指導書「研究編」「ワークシート」、赤刷り本 

3. 教育上の能力に関する大学等

の評価 
 

令和2年6月23日 

 

令和5年3月31日 

令和6年7月10日 

・令和２年度「最優秀授業賞」（佐賀女子短期大学） 

「総合的な学習の時間の指導法」 

・令和４年度公立学校教職員表彰（佐賀県教育長表彰） 

・令和５年度「最優秀授業賞」（佐賀女子短期大学） 

「算数科教育法」 

4. 実務の経験を有する者につい

ての特記事項 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■小学校教員２８年間勤務 

（平成７年4月１日～令和５年３月３１日） 

・平成７年 4 月１日～   
多久市立北部小学校教諭（３年間） 

・平成９年 4 月１日～ 
 鹿島立明倫小学校教諭（５年間） 
・平成１５年 4 月１日～ 
 武雄市立東川登小学校教諭（８年間）※２年間大学院 
・平成１７年４月１日～平成１９年３月３１日 
兵庫教育大学大学院学校教育研究科教科教育専攻 
（修士課程）入学 

・平成２３年 3 月３１日  佐賀県小学校教諭を退職 
・平成２３年 4 月１日～ 
 佐賀大学文化教育学部附属小学校（６年間） 
・平成２９年 3 月３１日 同小学校教諭を退職 
 ※学部改組のため 

「文化教育学部」から「教育学部」に変更 
・平成２９年 4 月１日    
佐賀県小学校教員指導教諭に採用（同日退職） 

・平成２９年 4 月 1 日～    
佐賀大学教育学部附属小学校（指導教諭）（１年間） 

・平成３０年 3 月 31 日  同小学校指導教諭を退職 
・平成３０年 4 月 1 日～   
佐賀県小学校教員に採用（教頭に昇進） 



 
 
 
 
 
 
平成23年～ 
 平成29年 
 
 

・平成３０年 4 月 1 日～   
武雄市立山内東小学校（教頭）（２年間） 

・令和元年４月１日～   
佐賀県教育庁 教育振興課（係長）（３年間）  

 

■教育実習に関する指導 

・毎年９月（４週間）、佐賀大学教育学部から受け入れた

教育実習生に対する指導（７年間）  
・教育実践フィールド演習Ⅱにおける実習生に対する指導 

（７年間） 
・教職実践演習Ⅳにおける実習生に対する指導（７年間） 

 

5. その他 
 
 
 

令和元年4月～ 
令和4年3月 

 

・旭学園 佐賀女子短期大学 こども未来学科 准教授

（３年間） 

令和2年4月～ 
 
 
 

・旭学園 佐賀女子短期大学 こども未来学科  
こども教育コース主任（～R6.3）（３年間） 
（令和６年度：学科長と兼任） 

令和5年4月～ ・旭学園 佐賀女子短期大学 こども未来学科 教授 

令和6年4月～ 
 

・旭学園 佐賀女子短期大学 こども未来学科 学科長 
（令和６年度：こども教育コース主任と兼任） 

 

令和7年4月～ ・旭学園 佐賀女子短期大学 佐賀女子高等学校 
 衛生看護専攻科 非常勤講師 
・学科長継続 

職務上の実績に関する事項 

事   項 年 月 日 概   要 
1. 資格、免許 
 
 

平成 7年3月 
 
平成21年2月 

・小学校教諭一種免許状 
（免許状番号：平六小一種第250号） 
・小学校専修免許状 
（免許状番号：平20小専第4号） 

2. 特許等 
 
 

 特記事項なし 

 

3. 実務の経験を有する者につい

ての特記事項 
  

 平成8年2月 
 

平成８年度 佐賀県教育センター 初任者研修 講師．

学級経営や国語科授業の実践について、初任者に指導助

言、講話を行った。 

 

 平成11年2月 平成１０年度 文部科学省指定 佐賀県鹿島市教育委員

会 鹿島市明倫小学校 公開授業．「生きる力をはぐくむ

教育の創造」（１年次）を研究主題に、人間科「見つめ

る命・支える心」（５年単元）で、総合学習の授業を提

案した。既存の教科にとらわれず、教科を「人間科」「

自然科」「表現芸術科」の三つの教科に再編した。（H11.

2.4） 

 平成12年1月 平成１１年度 文部科学省指定 佐賀県鹿島市教育委員

会 鹿島市明倫小学校 公開授業．「生きる力をはぐくむ

教育の創造」を研究主題（２年次）に、表現芸術科「私

のデビュー」（６年単元）で、廃材を使って等身大の自

分を表現させた。６ヵ年の教科横断的カリキュラムを作



成し、教育課程の開発を行った。（H12.1.28） 

 平成12年5月 平成１２年度 福岡教育大学附属小学校 実践発表．「豊

かな人間の育成をめざす教育の創造」を研究主題に、シ

ンポジウムのパネリストとして総合的な学習の実践を発

表した。（H12.5.29） 

 平成12年11月 平成１２年度 文部科学省指定 佐賀県鹿島市教育委員

会 鹿島市明倫小学校 公開授業及び実践発表．「生きる

力をはぐくむ教育の創造」を研究主題（３年次）に、自

然科「おいしい発酵食品を作ろう」（５年単元）で、総

合学習の提案授業を行った。（H12.11.10） 

 平成13年11月 平成１３年度 佐賀県鹿島市教育委員会 鹿島市教育研

究大会（鹿島市明倫小学校） 公開授業．総合単元「ぼ

くらは小さな社会人」（６年単元）で、児童が職場体験

を行い追求した内容を未来マップに書き込み自分の生き

方を更新する授業を公開した。（H13.11.2） 

 平成13年11月 平成１３年度 佐賀県鹿島市教育委員会 鹿島市教育研

究大会（鹿島市明倫小学校）実践発表．総合単元「潟に

出かけよう」（６年単元）で、児童が干潟に出かけ、有明

海の環境問題を自分のこととして解決し追究した実践を

発表した。（H13.11.2） 

 平成14年10月 平成１４年度 佐賀県教育委員会 県造形教育研究大会

（鹿島市立能古見小学校）公開授業及び分科会提案．「つ

くり出す喜びを味わわせ、自己実現を扶ける造形教育」

を研究主題に、「生きものにおしゃれなもようをつけよ

う」（５年絵画）の提案授業を行った。（H14.10.18） 

 平成16年1月 平成１５年度 文部科学省学力向上フロンティア事業 

佐賀県武雄市教育委員会委嘱 武雄市立東川登小学校 

公開授業．「確かな表現力を身につけ、豊かに伝え合う児

童の育成」（２年次）を研究主題に、３年物語教材『ぼく

はねこのバーニーがすきだった』の読解授業を提案した。

（H16.1.30） 

 平成17年1月 平成１６年度 文部科学省学力向上フロンティア事業 

佐賀県武雄市教育委員会委嘱 武雄市立東川登小学校 

公開授業．「確かな表現力を身につけ、豊かに伝え合う児

童の育成」（３年次）を研究主題に、４年物語教材『ごん

ぎつね』の読解授業を提案した。（H17.1.21） 

 平成20年10月 平成２０年度 第２９回佐賀県小学校教育研究会国語部

会杵島大会 公開授業及び分科会提案（白石町立福富小学

校）．「取材をいかして創作しよう」（４年書くこと）の単

元で、取材の蓄積、表現技法の獲得によって、児童が自

力で詩を創作し、言語生活を高める授業を提案した。

（H20.10.31） 

 平成22年10月 平成２２年度 第３０回佐賀県小学校教育研究会国語部

会小城大会 分科会提案及び司会者（小城市立牛津小学

校）．「学習読みと生活読みの接点としての言語活動の要

件」をテーマに、読解指導の段階的指導モデルを提案し

た。（H22.10.29） 



 平成23年1月 平成２２年度 第５１回九州小学校国語教育研究大会鹿

児島大会 公開授業及び分科会提案（鹿児島県伊敷台小学

校）．「実生活で生きてはたらく国語の力を育成する国語

科授業の創造」を研修主題に、４年物語教材『ごんぎつ

ね』を使って、読書案内作りを通して作品を分析する授

業を提案した。（H23.1.29） 

 平成23年7月 平成２３年度 佐賀大学文化教育学部附属小学校研究発

表会 公開授業．「未来への架け橋を築く教育の創造」を

研究主題に、１年物語教材『サラダでげんき』の読解授

業を提案した。教科等研修会では、ICTの活用方法、教材

開発に関する講師を務めた。（H23.7.21，7.22）「ことば

でつながる学び手を育む国語科学習の探求」を研究主題

に、言語伝達力を育てる単元の組織化を行い、対話活動

の質を高めるために、「評価語彙」を児童に獲得させる研

究を行った（佐賀大学との共同研究）。 

 平成23年12月 平成２３年度 武雄市教育委員会委嘱 武雄市立東川登

小学校研究発表会 公開授業．「学習指導要領の具体化」

として、６年児童に「俳句で読む力をつける」と題し、

読解授業（飛び込み授業）を提案した。（H23.12.27） 

 平成24年1月 平成２３年度 佐賀県武雄市教育委員会委嘱 武雄市立

東川登小学校公開授業研究会 講師．「確かな学力を身に

つけさせる教科学習の在り方～国語科（読解）における

指導方法の開発～」（１年次）を研究主題に、３年物語

教材『モチモチの木』の提案授業に対し、指導助言を行

った。（H24.1.25） 

 平成24年8月 平成２４年度 佐賀県教育委員会 佐賀県小学校国語教

育研究会 夏季研修会 公開授業及びシンポジウム．２

年物語教材『お手紙』で、国語科によるTT授業を提案し

た（佐賀市市村記念体育館）。（H24.8.16） 

 平成24年11月 平成２４年度 佐賀大学文化教育学部附属小学校中学校

研究発表会 公開授業及び分科会．「学びの連鎖が生まれ

る義務教育９年間のカリキュラム研究」（１年次）を研

究主題に３年物語教材『木かげにごろり』の読解授業を

公開し、確かな国語力を身に付けさせる言語活動につい

て提案をした。教科等研修会では、ICTの教材開発の講

師を務めた。（H24.11.21，11.22）「確かな国語力を身に

付けさせる言語活動の工夫」（１年次）を研究主題に、「

学力デザイン」「カリキュラムデザイン」を作成し、児

童に習得活用させるための学習用ご一覧を作成した（佐

賀大学との共同研究）。 

 平成25年1月 平成２４年度 第54回九州小学校国語教育研究大会佐賀

大会 基調提案．九州大会事務局として、「ことば学びの

分科を愉しむ国語教室－愉しむ10の部屋で複線的思考に

培う」と題し、単元を貫くために、言語活動を複線化し

可視化する単元モデルを提案した（武雄市文化会館）。 

（H25.1.25） 

 平成25年2月 平成２５年度 武雄市教育委員会委嘱 武雄市立北方小

学校公開にて、提案授業「挿絵で読む力をつける」（５年：

大造じいさんとガン）を通して、物語教材の読解方法を

提案した（北方公民館：飛び込み授業）。（H25.2.22） 



 平成25年10月 平成２５年度 佐賀大学文化教育学部附属小学校中学校

研究発表会 公開授業．「学びの連鎖が生まれる義務教育

９年間のカリキュラム研究」（２年次）を研究主題に、５

年説明的文章『森林のおくりもの』の読解授業を公開し

た。具体的には、「読みの観点」をカード化し、児童の思

考を可視化する提案を行った。教科等研修会では、講師

を務め、電子黒板を活用した国語科の授業づくりについ

て提案を行った。（H25.10.4）「確かな国語力を身に付け

させる言語活動の工夫」（２年次）を研究主題に、附属小

中学校で「小中連携プラン」を作成し、学習用語を「読

みの観点カード」に作り変え、児童が自力で読解を進め

る方策を研究した（佐賀大学との共同研究）。  

 平成25年11月 平成２５年度 佐賀県武雄市教育委員会委嘱 武雄市立

東川登小学校公開授業研究会 講師．「確かな学力を身に

つけさせる教科学習の在り方～国語科（読解）における

指導方法の開発～」（３年次）を研究主題に、３年物語教

材『三年とうげ』の提案授業に対し、指導助言を行った。

（H25.11.26） 

 平成26年1月 平成２５年度 第５５回 九州小学校国語教育研究会 

長崎大会「言葉の力を高めるこれからの授業」において、

「読むこと」分科会で司会者を務めた。（H26.1.24） 

 平成26年8月 平成２６年度 佐賀県教育委員会 佐賀県小学校国語教

育研究会 夏季研修会 公開授業及びシンポジウム．４年

物語教材『ごんぎつね』で、国語科による授業を提案し

た（佐賀市市村記念体育館）。（H26.8.20） 

 平成26年10月 平成２６年度 佐賀大学文化教育学部附属小学校中学校

研究発表会 公開授業．「学びの連鎖が生まれる義務教育

９年間のカリキュラム研究」（３年次）を研究主題に、５

年物語教材『大造じいさんとがん』の読解授業を公開し

た。具体的には、言語活動ガイドブック作りを通して、

「読みの観点」を習得、活用させる提案を行い、６ヵ年

の「読みの観点系統表」（物語教材編）を作成した。教科

等研修会では、講師を務め、模擬授業を通して「明日か

ら使える ICT活用術」を提案した。（H26.10.10）（佐賀大

学との共同研究）。 

 平成26年12月 平成２６年度 第５３回全国国語科教育研究大会東京大

会（東京都東村山市） 代表授業及び分科会提案．「活用

力を高める国語科学習の創造」と題し、２年生に自作教

材を用いて、漢字文化の授業を提案した。（H26.12.5） 

 平成27年7月 
 
 
 

平成２７年度 佐賀大学教育学部付属小学校「授業力向

上研修会2015」（研究発表会）では、単元「『読みの観点

』を使ってリーフレットを作ろう」（４年）を授業公開

した。研究会、全体会では、「授業力向上」の視点から

、コーディネーターを務めた。佐賀大学教育学部附属小

学校研究発表会 公開授業．４年説明的文章『くらしの

中の和と洋』の読解授業を公開した（研究主任）。具体

的には、言語活動ガイドブック作りを通して、「読みの



観点」を活用させる提案を行った。６ヵ年の「読みの観

点系統表」（説明的文章編）を作成した。（H27.7.27） 

 平成27年10月 
 
 
 
 
 
 

平成２７年度 佐賀大学教育学部付属小学校・附属中学

校研究発表会「２１世紀型能力の育成を見据えた義務教

育９年間の学びの研究」（１年次）を研究主題に、「確か

な読みを育てる国語科学習の開発」を行った。具体的に

は、「読みの妥当性を問う１０のモデル」を作成し、児

童が授業場面でどのような思考スキルを使うのか研究を

行った（佐賀大学との共同研究）。 

 平成27年10月 平成２７年度 31回佐賀県小学校国語教育研究大会唐津

大会 基調提案（唐津市立大志小学校）．「愉しみながら

習得し活用する効果的な国語授業の工夫」と題し、全体

会では、言語活動を「知って・使って・使えるようにす

る」の３段階に設定し、スモールステップを重ねるごと

に、「話す・聞く」「読む」「書く」の観点が習得、活用

される授業づくりの提案を事務局として、提案を行った

。（H27.10.22） 

 平成27年11月 平成２７年度 佐賀県神埼市教育委員会委嘱 神埼市立

神埼小学校研究発表会 公開授業 助言者（講師）。「学

びをつなぐ国語科学習指導」と題し、５年『天気を予想

する』、６年『鳥獣戯画を読む』の授業について指導助

言を行った。（H27.11.6） 

 
 
 

平成27年10月 平成２７年度 佐賀大学文化教育学部附属小学校中学校

研究発表会 基調提案．全体会では、「２１世紀型能力の

育成を見据えた義務教育９年間の学びの研究」（１年次

）を研究主題に、研究の概要説明を行った。 

（H27.10.31） 

 平成28年1月 平成２７年度 第５７回 九州小学校国語教育研究会 

熊本大会「生きて働く言葉の力を培う国語科学習の創造

」（熊本大学教育学部附属小学校）において、「読むこと

」分科会で司会者を務めた。（H28.1.29） 

 

 平成28年2月 平成２７年度 「第２回白石文庫活用講座」では、講師

を務めた。効果的な ICT活用した授業づくりについて、

実践発表を行った。（H28.2.22） 

 平成28年7月 平成２８年度 佐賀大学教育学部付属小学校「授業力向

上研修会2016」（研究発表会）では、単元「俳句を読ん

でリーフレットを作ろう」（４年）を授業公開した。全

体会、授業研究会では、「授業力」を「設計力」「展開力

」「創造力」に三つに分け、１８項目をもとに授業づく

りに取り組むことを提案した。全体会では、「授業力向

上」の視点から、コーディネーターを務めた。６ヵ年の

「読みの観点系統表」（俳句・短歌編）を作成した。（H2

8.7.26）（市村記念体育館）。 

 平成28年11月 
 
 
 
 
 
 

平成２８年度 佐賀大学教育学部付属小学校・附属中学

校研究発表会「２１世紀型能力の育成を見据えた義務教

育９年間の学びの研究」（2年次）を研究主題に、「確か

な読みを育てる国語科学習の開発」を行った。読みの妥

当性を問う前に、「思考を整理させる場」を設定し、「思

考スキル」と「学習スキル」を掛け合わせた新たな授業

モデルを提案した（佐賀大学との共同研究）。２１世紀

型能力の全体像を示し、提案を行った（研究主任）。（H2

8.11.11，11.12） 

 平成28年11月 
 

平成２８年度 第７回佐賀県メディア教育研究大会「メ

ディアを活用した豊かな人間力の育成」（太良町立多良

小学校・多良中学校）助言者（講師）。提案授業に対し

研究会で指導助言を行った。 



 平成29年7月 平成２９年度 佐賀県立図書館主催 「読書感想文にチ

ャレンジしよう」講座講師 県内小学生、保護者を対象

に感想文の書き方講座講師（佐賀県立図書館）。（H29.7.

27） 

 平成29年8月 
 

平成２９年度 佐賀大学教育学部付属小学校「授業力向

上研修会2017」（研究発表会）では、単元「『読みの観点

』を使って詩の情景を読み取ろう」（５年）を授業公開

した。研究会では、「活用力向上」の視点から授業づく

りについて提案した。具体的には、言語活動リーフレッ

ト作りを通して、指名なし発表を行い、黒板を児童に開

放し、「読みの観点」を道具として使いこなす授業を提

案した。（H29.8.1） 

 平成29年10月 平成２９年度 佐賀県鹿島市教育委員会委嘱 鹿島教育

研究会研究発表会 講師。鹿島市立明倫小学校公開授業

（５年物語教材『注文の多い料理店』）の研究会で指導

助言を行った。 

 平成29年11月 平成２９年度 佐賀大学教育学部付属小学校・附属中学

校研究発表会「２１世紀型能力の育成を見据えた義務教

育９年間の学びの研究」（３年次）を研究主題に、読解

力を高める言語活動の開発を行った。具体的には、「読

みの妥当性を問う」ための教師の発問を整理し、児童に

使わせる思考スキルを指導案に位置づける授業モデルを

研究した（佐賀大学との共同研究）。基調提案．小中連

携プラン（系統表）を示し、提案を行った。（H29.11.10

，11.11） 

 平成30年11月 平成３０年度 佐賀県教育委員会委嘱 活用力向上研究

指定事業研究発表会 講師。鹿島市立明倫小学校公開授

業（６年物語教材『海の命』）の研究会で指導助言を行

った。 

 令和2年1月 令和元年度 第６１回 九州小学校国語教育研究会 佐

賀大会事務局（平成２４年～平成２５年）．九州大会の

研究部として、大会テーマ設定、国語科の提案授業、分

科会や講演等の企画運営への指導助言を行った。（R2.1.

24） 

 令和2年2月 令和元年度 佐賀県教育センター「校内研究の推進・充

実講座」講師 県内小中学校、高等学校、特別支援学校

の研究主任への講話を行った。（R2.2.14） 

 

令和4年11月 令和４年度 第３回 武雄市教育研究会国語科研究部会

主任研修会 講師 武雄市内国語主任に研究授業を含

めた指導助言を行った。 （R4.11.09） 

 

4. その他 平成 18 年度 
 
 
 

脇山英靖(2012),東京書籍ホームページに実践事例掲載「Eネッ

ト（https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/detail/67265/）」．「

作って送って読書ゆうびん」と題し、２年物語教材『お手紙』

をもとに、コンテンツを例示ながら  児童に「読む力」を確実に

習得させ，活用させる―効果的な手立てとして，ICT（電子黒板

）を活用した授業を試みた。 

平成 20 年度 脇山英靖(2014),光村図書ホームページ「デジタル教材（http:/

/www.mitsumura-tosho.co.jp/）に実践事例掲載.「物語を読み

取ろう」と題し、６年教材『海の命』をもとに、電子黒板の効

果的活用により、児童の思考を可視化させる授業を提案した。 



平成 22 年 3 月 
 
 

脇山英靖(2010)『ICTの利活用！授業で使える！実践事例アイデ

ア集Vol.１８』（日本教育工学振興会）に原稿執筆42-43,詩の

創作づくりを通して、児童の思考を可視化させるためにICTを利

活用する授業提案を行った。 

平成 23 年度 脇山英靖(2011),「朝の１０分間テスト国語」（東京書籍版「新

しい国語」準拠）執筆.説明文、物語文、作文、文法など、多岐

にわたりワークシートを作成する。 

平成 27 年度 「子どもと創る『国語の授業』」（2015年 NO．49）執筆（28-30

） 全国国語授業研究会・筑波大学附属小学校国語研究部 「『読

みの観点』を使って作品を分析する力を付ける－『読みの観点

』は教師の発問の反映である－」と題し、指名なし発表を用い

た授業実践について執筆した 。  

平成 31 年度 教師用指導書執筆者（東京書籍：令和２年度４月使用予定の新

教科書：国語４年※教師用指導書「研究編」「ワークシート」

執筆、赤刷り本執筆 

令和 3 年 3 月 「あそなび おうち時間をもっと楽しく！」（佐賀新聞社 R3.4発

行）「親子で文字遊び」pp.20-22執筆 佐賀県内幼稚園保育園

へ配布 

令和 4 年 4 月 「あそなび おうち時間をもっと楽しく！」（佐賀新聞社
 R4.4発行）「親子で文字遊び」pp.20-22執筆 佐賀県内
幼稚園保育園へ配布 

平成 26 年度～

平成 29 年度 
佐賀県「〈こんな本読んだよ〉文・詩・絵コンクール」
審査員（佐賀県親と子の読書会協議会と県立図書館主催
）。県内小中学生、高校生、一般市民に募集をかけ、応
募作品を審査。毎年７月最終金曜日に「親と子の読書の
つどい県大会」が開催され、審査員として講評をする（
県立美術館ホール）。 

平成 20 年～ 
平成 22 年 

教師力向上「武雄セミナー」事務局（平成２０年～平成
２２年）．市内教員の資質向上を図るため、研修会を企
画し、運営した（武雄市教育委員会）。 

平成 23 年～ 
平成 29 年 

佐賀県小学校教育研究会国語部会事務局長.県文集づくり
の提案と発行、夏季研修大会の企画運営、県大会の企画
運営し、県内の国語教育の質的向上を図る。 

平成 23 年～ 
平成 29 年 

「国・語・会」事務局．県内小学校教員を対象とした国
語サークル代表を務めた。模擬授業や教材分析について
研究した。 

平成 24 年～ 
平成 25 年 

九州小学校国語教育研究会 佐賀大会事務局．九州大会の
事務局として、大会テーマ設定、国語科の提案授業、分
科会や講演等の企画運営を行った。 

令和 2年 4月～ 現役教師と学生が共に学ぶ「教師塾」主宰（公立小学校
現役教師を招き模擬授業を取り入れた授業方法） 

 

研究業績等に関する事項 

著書、学術論文等

の名称 
単著、共著

の別 
発行又は発表

の年月 
発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概        要 

（著書） 

 

1．実践に学ぶ特色

ある学校づくり「

指導方法・カリキ

ュラム」編 
 
 
 

 
 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成12年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育開発研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元構想、年間計画をどのように仕組むのか、

教科横断的な視点や地域の「人・もの・こと」

を関連づけた学習をいかに構想するのか、教科

再編成の可能性について検証したものである。

小学校全教科のカリキュラムを解体し、「総合生

活科」（１・２年）、「人間科」「自然科」「表現芸

術科」（３～６年）の４教科に整理し、再編を行

 



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

った。切実な問題に直面した時、児童は身につ

けた知識・技能をどのように活用し、課題を解

決するのか、主体的な学び、学びに向かう力を

いかにつけるのかなど、これからの教師に必要

な資質・能力について言及している。pp:226-23

3(第4章「教科学習の改善とカリキュラムの全体

構造」を執筆)奈須正裕（編）8ページ(全254頁
) 

2．「三つのウェビ

ング」と「ポート

フォリオ」による

子どもの学びを価

値づける授業評価

法 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成15年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東洋館出版社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

児童の学力を保障し、学ぶ意欲を高

めるには、盤石な学級経営が欠かせ

ない。児童の興味・関心や発想をも

とに学びを創るには、教師の授業を

構想する力が左右する。本論では、

「興味・関心のウェビング」「教科

横断的な学習内容のウェビング」を

もとに、教師の授業構想の方法、児

童の学習履歴から学びをたどる方法

、授業の評価方法について、提案し

ている。児童が主体的に対象に関わ

り、協働的に学ぶ授業づくり、教師

が抱える課題の改善策について考察

したものである。pp:110-119(事例9

：総合的な学習における授業評価方

法について執筆) 佐藤真（編）10ペ

ージ (全132頁) 

（学術論文等）     
1．「記号論的発

問」による読解

指導に関する研

究―小学校にお

ける文学教材を

通して― 

単著 
（査読あり） 

平成 18 年 2 月 
 
 
 
 
 

兵庫教育大学大学院学

校教育研究科論文集 
社会情勢の動向、学習指導要領の変遷に伴

い、児童に身につけさせるべき資質・能力

がどのように変化したのか、児童の学力を

保障するにはどのような指導方法が適して

いるのか、どのような教師像が求められて

いるのか、教育界の現状と課題について整

理、検討を加えた。児童の実態を把握する

力、教材解釈力、単元構想が児童の学力に

どのように反映するのか、実証研究を行い、

学級経営を軸にした授業づくり、記号論の

視点に沿った発問について分析し、その有

効性について述べている 
2．ことばでつな

がる学び手をは

ぐくむ国語過学

習の探求 

共著 平成 24 年 3 月 佐賀大学教育実践研究

第 28 集 
本論では、一人ひとりのことばの獲得状況

や経験の違いに着目し、受け止め方や複数

の発言を聞き取り整理分類する方法を授業

実践を通して、児童に自覚させることを試

みた。話し合い活動を活性化させるための

要素を抽出し、話し合う力を言語認識力、

言語伝達力、言語構想力に整理した。対話

活動の質を高めるために、教師の手立てが

有効に働いたのか、実践を通して検証した。

pp：173-192（共同研究のため抽出不可：対

話活動の質を高めるための話形モデルや児

童の話し合いが活性化する教師の発問につ



いて執筆）【共著】脇山英靖・長野篤志・池

田直人・羽田潤 pp.173-192 共著のため

抽出不可 

3．国語科の読解

の授業にICTを取

り入れることの

効果」 

共著 
（査読あり） 

平成 26 年 3 月 佐賀大学文化教育学部

研究論文集第 19 集 
全国や県の学習状況調査結果を受け、児童

に学力を保障する、保護者や児童に説明責

任を果たすことは、喫緊の課題である。児

童の学ぶ意欲を高めるために、学習状況を

正確に把握し、魅力ある言語活動を設定す

る。さらには、児童自らが資質・能力を高

める質の高い授業を保障する必要がある。

本論では、ICT を活用した授業の有効性を

明らかにするとともに、その有効性を生か

した実践を行い、効果を測定したものであ

る。「聞いてわかるから見てわかる」授業へ

の転換を図り、児童が電子黒板の操作に参

加し、授業の効率化、対話の活性化をはか

る授業実践を通して、ICT を取り入れた授

業の有効性を実証した。【共著】脇山英靖・

達富洋二 pp. 41-70 脇山が 4，5，6 章、

達富が 1，2，3，7 章を執筆。 
本研究は、平成 25〜27 年度（2013〜2015
年度）独立行政法人日本学術振興会 科学研

究費基盤研究（Ｃ）（一般）、課題番号

（25370483）、研究課題名「教室談話にお

ける「発話―指名行為」の社会言語学的研

究」の研究助成を受けている 
4．「確かな国語

力」を身に付け

させる言語活動

の工夫 

共著 平成28年3月 

 
佐賀大学教育実践研究第3

3集 

 

学習用語を基軸とした「読みの観点」を「読み

の観点カード」として、カード化し、読むため

の方策を可視化した。児童がカードを「知って

使って使えるようにする」ために、段階的な指

導を取り入れ、対話活動を通して、カードを意

図的に使わせることで、 単元を貫く言語活動

を可能にした。【共著】筒井 泰登・脇山 英靖・

荒川尚 pp:233-243 共著のため抽出不可 
5．「読みの観点」

を児童に習得活用

させる効果的な指

導方法(1)-説明的

文章における読解

指導を通して- 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀大学教育実践研究第3

3集 

 

 

 

 

 

 

 

筆者が仕組んだ論理を紐解き、「何が、どのよう

に、なぜ、どのような構造で」表現されているか、

その発見的認識を促すための指導方法につい

て提案した。「読みの観点」を段階的に指導する

ことで、児童は思考体験を蓄積し、習得・活用の

サイクルを使って、主体的に学習に臨む。本論で

は、児童の自力学習を成立させる方策と段階的な

指導の有効性について述べている。pp:245-264  



6．「読みの観点

」を児童に習得

活用させる効果

的な指導方法(2

)－文学的文章に

おける読解指導

を通して－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀大学教育実践研究第3

3集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師はある目的をもって指導をする。児童

は指導される以前より、何かしら力がついたこ

とになる。しかし、その内実が何なのか、児童

に自覚されない場合が多い。教師の「指導した

つもり」は、次の学習、教材に生かされること

が少ない。本論では、課題や目的に応じて、情

報を正確に受け取り、自分の考えを明確に相手

に伝え、的確に表現する「三つの確」をもとに

、重点的に指導を行った。具体的には、学習指

導要領や教科書から抽出した学習用語や観点（

ものの見方考え方）を系統表にまとめ、系統表

を児童に活用させながら、資質・能力を自力で

高める授業について考察を加えたものである。 

pp:265-282 

7．確かな読みを

育てる国語科学

習の開発一読解

力を高めるため

の言語活動の工

夫一 

共著 平成29年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀大学教育実践研究第3

4集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確かな読みを「内容を正確に読ませること

」「読みの方法を自覚させること」と定義し

、「思考を整理する場」と「読みの妥当性を

問う場」を設定することで、読解力を高め

ることを試みた。「思考を整理する」ために

10の「思考スキル」を整理した。これに効

果的な言語活動を掛け合わせながら児童に

思考を整理させる。 また、「読みの妥当性

を問う」ために「賛否を問う」など9つの教

師の問いを整理して授業実践を行った。【共

著】筒井 泰登・脇山 英靖・荒川尚 pp:35

5-364 共著のため抽出不可 

8．挿絵の分析で

読解力を高める

効果的な指導方

法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀大学教育実践研究第3

4集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数の情報を比較し、関連づける力、グラ

フや図などの非言語情報と言語情報を整合的に

解釈する力を身につけさせることは、全国や県

の学習状況調査結果からも明らかである。

本論では、教科書に掲載された複数の挿絵

（同一教材）をもとに、比較する力、情報

を関連づける力、俯瞰的に捉える力を児童に身

につけさせる授業実践を試みた。並べ替えや人

物の視点などをもとに、児童が主体的討論に参

加し、習得した観点を活用しながら学習する展

開モデルを提案した。分析技術を習得し、児童

自らが作品を批評する、その方策として、言語

活動がいかに効果的に働いたのか、検証してい

る。pp:415-434 
9．読解力を高め

るための言語活

動の工夫 

共著 平成30年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀大学教育実践研究第3

6集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「読解力」とは、言葉や文章を介した思考

力である。「読解力」を高めるために、判断

を問う場を設定し、思考するための着眼点

や方法を用語化した「思考スキル」 を意図

的に使わせながら、児童に考えを持たせる

。児童に判断を迫る教師の発問を意図的に

行い、使った思考スキルをカード化しなが

ら、児童の思考を可視化する。本論では、

児童がどのように「思考スキル」を用い、

自分の読みを判断したのか、 指導の実際を

述べている。【共著】荒川尚・筒井 泰登・

脇山 英靖・ pp:249-261 共著のため抽出

不可 



10．電子黒板の活

用で読解力を高め

る効果的な指導方

法 

単著 

 

 

 

平成30年3月 

 

 

佐賀大学教育実践研究第3

6集 

 

児童に必要なものの見方・考え方を身に付

けさせ、活用させる。その有効な手立てと

して、本論では、ICTを活用した授業モデル

を提案し、検証を試みた。コンテンツを使

い、教師の発問・指示を最小限にする、挿

絵を加工する、視覚的情報の提示の仕方を

工夫することで、児童が主体的に対話活動

を行っている。児童の「読みの観点」の活

用状況について、分析を加え、児童同士が

学びを創る、児童同士が切実感を持って対

話をする、新学習指導要領に対応した授業

の質的改善を図る授業づくりを提案した。pp

:147-163 

 

11．指名なし発表

で読解力を高める

効果的な指導方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀大学教育実践研究第

36集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領は改訂されるものの、教師の教え

込み、講義型授業により、児童は「受け身」の

学習を行っている。児童が主体的で対話的で深

い学びを実現するには、従来の講義型授業から

脱却し、児童同士が協働的に学ぶ授業に転換す

る必要がある。本論では、学級経営の基盤を強

固にし、授業に意図的に児童が話し合う場面を

設定し、討論型の授業について提案した。言語

活動の成果物に、児童がどのような知識・技能

を活用したのか、討論型授業（アクティブラー

ニング）の有効性について述べている。 

pp:165-186 

 
12．「読みの観点」

の活用で読解力を

高める効果的な指

導方法 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年3月 

 

 

 

 

 

 

佐賀大学教育実践研究第3

6集 

 

 

 

 

 

読むための尺度が豊富にある、「使える」ことで

、読み手の解釈の精度は高くなる。作品を自力

で分析する力が向上する。児童の分析する力（

活用力）が向上すれば、教師の発問・指示は少

なくてすむ。授業は、児童同士の話し合いを軸

に、展開する。本論では、児童の発言内容に教

師の発問（「読みの観点」）がいかに内包された

のか、学習成果物に「読みの観点」がいかに活

用されたのか、児童の活用力について考察し、

新学習指導要領に求められる資質・能力を身に

つけさせる授業について提案したものである。 

pp:127-145 

13．朝読書が初等

教育の国語学力に

与える効果（1）－

児童への意識調査

と単元テストの分

析を通して－ 

共著 令和3年3月 佐賀女子短期大学 研究紀

要第56集 

「読書をすると賢くなる」「読む力がつく」「学

校の成績が上がる」「集中力が身につく」「精神

的に落ち着く」など、読書が学習面や精神面に

与える効果は、定説のように言われてきた。そ

の定説は、「何となく」である。印象の域を出な

い。個 の々体験や価値に基づくものである。裏

付けや根拠に欠ける。本研究は、多くの学校が

取り組んでいる朝の読書活動（朝読書）と読書

と関係の深い国語学力に的を絞る。児童や教職

員に対し、朝読書に関する意識調査を行い、朝

読書を肯定的にとらえる児童が、調査後どのよ

うな国語学力を形成するのか、検証した。「単元

テスト」による分析では、すべての調査項目、

領域において、朝読書を肯定的にとらえる児童

が、否定的に捉える児童に比べ、国語学力が高

いことが明らかとなった。特に「読む」領域（



読解力）において、その差は顕著になった。【共

著】脇山英靖・中島絵里香 pp.67-85 脇山が1

～5章、中島が4章のうち（4.5.2）を執筆 

14．朝読書が初等

教育の国語学力に

与える効果（2）－

県学習状況調査（

学力テスト）の分

析を通して－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 令和3年3月 佐賀女子短期大学 研究紀

要第56集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究では、朝読書を肯定的にとらえる児童が

、年間通してどのような国語学力を形成するの

か、否定的にとらえる児童に比べ、国語学力が

高いと言えるのか、朝読書の効果について検証

した。具体的には、児童へ意識調査を行い、県

学習状況調査（国語科）の結果をもとに、「肯定

群」「否定群」の有意差をみた。検証の結果、「

朝読書で時間を忘れるほど熱中して本を読む」

児童が、国語学力が最も高くなることが明らか

となった。また、「朝読書以外でも図書室や図書

館で本を借りる」児童、「朝読書によって成績が

向上した」「勉強の力がつく」など、朝読書を肯

定的にとらえる児童ほど、否定的にとらえる児

童に比べ、国語学力が高く、有意差がみられた

。本研究を通して、朝読書が国語学力の形成に

一定の効果があることを明らかにすることがで

きた。pp.31-42 

15．学級経営が

初等教育の学

力に与える効

果－ 県学習状

況調査（学力テ

スト）の分析を

通して － 

 

 

 

 

単著 令和4年8月 佐賀女子短期大学 研究紀

要第57集(1) 

 

 

 

 

本研究では,担任の学級経営に対し,児童が

どのように評価しているのか,学級間で差

が見られるのか,学級経営の効果について

検証した。具体的には,児童へ意識調査を

行い,県学習状況調査（国語科・算数科）

の結果をもとに,「学年全体を『肯定群』『

否定群』に分け学力を比較する」「各学級

の『肯定群』を抽出し学級間の学力を比較

する」「各学級の『上位群』『下位群』を抽

出し学級間の学力を比較する」ことを試み

,有意差を見た。検証の結果,「担任が差別

をせず平等に接している」「児童を叱る際

に理由を聞く」学級ほど,児童の学力が最

も高く,有意差が見られた。また,「積極的

に質問したり,調べたりする」「学級通信を

積極的に読む」児童,「学級目標を全員で

考える」学級ほど,学力が高くなることが

明らかになった。担任の学級経営を肯定的

にとらえている児童であっても,学級間で

は大幅な学力差が見られた。本研究を通し

て,学級経営の質の高さが,児童の学力形成

に影響を与えることが明らかになった。 

pp.19-35 



16．「向山型算数」

が初等教育の学力

に与える効果 －

単元テストと県学

習状況調査（学力

テスト）の分析を

通して－ 

 

 

共著 令和5年3月 佐賀女子短期大学 研究紀

要第57集(2) 

本研究では，初等教育（算数科）において，担

任の指導方法（「向山型算数」と問題解決学習）

の違いが，児童の学力にどのような影響を与え

るのか，学級間で差がみられるのかについて検

証した。具体的には，①同一単元による授業検

証，②「単元テスト」（年間）による比較，③「

県学習状況調査」による比較を試み，全体得点

，領域別，観点別に有意差をみた。検証の結果

，①では，「全体得点」「知識・理解」「思考・判

断・表現」すべてにおいて，②では，12単元（

全単元の75%）及びすべての観点において，③で

は，すべての領域，観点において，それぞれ有

意差がみられ，「向山型算数」の有効性が明らか

になった。「向山型算数」の指導方法を取り入れ

た学級は，「単元テスト」（年16回実施）の半数

が，到達率9割を超えた。問題解決学習の指導方

法を取り入れた学級は，７単元で「達成目標点

」を下回り，学力における課題が明らかになっ

た。 「向山型算数」は，年間安定した学力を

児童に保証する優れた指導方法と言える。 

【共著】脇山英靖・中島絵里香 pp.39－71 脇

山が1～5章、中島が4章のうち（4.1.1，4.1.2）

を執筆 

17．現職小学校教

員が小学校教員免

許を取得する学生

に与える効果－「

授業アンケート」（

学生評価）の分析

を通して－ 

単著 令和5年8月 佐賀女子短期大学 研究紀

要第58集（1） 

現職小学校教員が短大教員として授業をするこ

とで，小学校教員免許を取得する学生にどのよ

うな影響を与えるのか，2つの方法で検証した。

[1]「授業評価アンケート」における分析（3年

間）では，現職小学校教員が行う授業が，本学

で行われた全授業に比べ，有意差がみられ，学

生に与える効果が明らかとなった。また，現職

小学校教員単独で行う授業が，複数で行う授業

に比べ，有意差がみられた。具体的には，「学生

自身に考えさせる工夫がなされている」「学習内

容に興味を持てるような工夫がなされている」「

話し方や説明の仕方がわかりやすい」「説明の仕

方や教材の選定に工夫がみられる」の5項目にお

いて，有意差がみられ，学生に与える効果が明

らかとなった。[2]「授業満足度アンケート」に

おける分析（3年間）では，現職小学校教員単独

または複数で行う授業に関わらず，「肯定的な回

答」をした学生の割合（全項目平均）が96.7%と

高い結果となった。「模擬授業・演習の評価」「

職業に対する見通し」「小学校教員招聘に対する

評価」「指導技術・指導方法の必要性」「コミュ

ニケーション・連携の必要性」の項目順に高く

なることが明らかとなった。現職小学校教員が

行う授業は，約9割の学生に「基本的実践力を身

に付けることができた」と認識させ，同時に，

幼稚園教諭，養護教諭の免許を取得する学生に

も効果を与えることが明らかとなった。 

pp.13-33 



18．校内研究にお

ける算数の指導方

法が初等教育の学

力に与える効果 

－単元テストと学

習状況調査（学力

テスト）の分析－ 

共著 令和5年8月 佐賀女子短期大学 研究紀

要第58集（1） 

校内研究（算数科）において，担任の指導方法

（「向山型算数」と問題解決学習）の違いが，児

童の学力にどのような影響を与えるのか，学級

間で差がみられるのかについて検証した。具体

的には，①「単元テスト」（年間）による比較，

②「県学習状況調査」による比較を試み，領域

別，観点別に有意差をみた。また，③教員が単

独で校内研究に取り組む場合と④学年共同で校

内研究に取り組む場合で，学級間の学力に差が

みられるかについて検証した。検証の結果，①

では，19単元のうち18単元において，A組（「向

山型算数」）がB組（問題解決学習）を上回り，1

3単元（全単元の約68.4%）において，有意差が

みられた。同様に17単元において，A組がC組（

問題解決学習）を上回り，15単元（全単元の約7

8.9%）において，有意差がみられた。「知識・技

能」「思考・判断・表現」の両観点において，B

組，C組に対し，A組の有意差がみられた。②で

は，A組は，すべての領域，観点で，県平均を上

回った。B組は，すべての領域で県平均を下回っ

た。C組は，領域の半分は，県平均を上回った。

学級間における学力差は，顕著となった。③で

は，単独で校内研究に取り組んだA学級が，他の

2学級に比べ有意差がみられた。④では，学級間

に有意差がみられず，3学級とも児童の学力が向

上した。本研究を通して，校内研究における指

導方法の違いが，児童の学力を左右することが

明らかとなった。「向山型算数」は，問題解決学

習の指導に比べ，年間安定した学力を児童に保

証する優れた指導方法と言える。 

【共著】脇山英靖・中島絵里香 pp.45－65 脇

山が1～5章、中島が4章のうち（4.2.1，4.3.2，

4.2.3）を執筆                             

19．ICTを活用した

授業における児童

の認識が初等教育

の学力に与える効

果－単元テストの

分析－ 

単著 令和6年3月 佐賀女子短期大学 研究紀

要第58集（2） 

本研究では，ICTを活用した授業における児童の

認識の違いが，学力にどのような影響を与える

のか，学級間で学力の差がみられるのかについ

て検証した。 具体的には，「単元テスト」（年

間）をもとに，①「肯定群」と「否定群」との

比較，②「肯定群」同士の比較（学級間）を試

み，項目別，観点別に有意差をみた。検証の結

果，①では，「ICTを活用した授業に好意的な児

童」「タブレットのよさや効果を実感する児童」

「タブレットを自宅に持ち帰り宿題に取り組む

児童」ほど，学力が高いことが明らかとなった

。算数科では，国語科以上に高い有意差がみら

れた。また，ICTを活用した授業において，絵や

図を用いた説明は，児童の学力を向上させる。

しかし，ICTを活用した授業が必ずしも，児童の

学力を向上させるわけではない。タブレットに

頼らない，教科書を用いた従来の授業を好む児

童ほど，学力が高いことが明らかとなった。 

 ②では，すべての項目，観点において，学力



向上に直結する指導を行った学級（A組）の有意

差がみられ，学級間における学力差が顕著とな

った。国語科では，「観点」を習得・活用させる

段階的指導とICT活用の組み合わせ（A組）が，

教師用指導書や朱書編に沿った指導（B組・C組

）に比べ，児童の学力を向上させた。算数科で

は，「向山型算数」による指導とICT活用の組み

合わせ（A組）が， 問題解決学習による指導（B

組・C組）に比べ，児童の学力を向上させた。 

pp.9-27 

20．「読みの観点」

の発問化・系統化

が初等教育の読解

に与える効果 

共著 令和6年3月 佐賀女子短期大学 研究紀

要第58集（2） 

本研究では，「読みの観点」の発問化・系統化が

，児童の読解力に与える効果ついて検証した。

具体的には，「読みの観点」に関する3つの表「(

A)動的な年間指導計画表」「(B)系統表」「(C)発

問表」を作成し，[1]児童の学習ノート[2]言語

活動[3]教員アンケートをもとに分析，考察を行

った。[1]では，「作品設定」「人物像」「視点」「

変容（心情の変化）」「情景描写」「クライマック

ス」など，児童は習得した「読みの観点」を活

用することが明らかとなった。[2]では，児童全

員が自力で「主題」を作成した。キーワードを

もとに「題名」を読む，「作品設定」の必然性を

読むなど，「読みの観点」を「書く観点」に転用

する言語活動の設定は，児童の読解力を向上さ

せる可能性が高い。[3]では，①系統が可視化さ

れ児童に習得させるべき力が明確になる②「読

みの観点」の抽出，発問化は読解指導の手立て

として有効である③発問化・系統化は教材研究

や発問研究に活用することができ授業の質を保

証するなどの効果を得た。「読みの観点」の系統

化・発問化は，児童に学習方法を自覚させ，読

解力を向上させる効果的な指導方法と言える。 

【共著】脇山英靖・中島絵里香 pp.29-53 脇

山が1～6章、中島が4章のうち（4.1.1～4.2.7）

を執筆 

21.小学校入門期に

おける児童の読解

力を向上させる指

導方法－「読みの

観点」を用いた段

階的指導が読解に

及ぼす効果－ 

単著 令和6年9月 佐賀女子短期大学 研究紀

要第59集（1） 

本研究では、「読みの観点」における段階的指導

が、小学校入門期の児童の読解にどのような影

響を与えるのか、その効果について明らかにす

る。具体的には、[1]児童が「読みの観点」をど

のように習得・活用するのか3教材を用いて授業

検証を行う、[2]特定場面の展開案を児童に自力

で作らせ「読みの観点」の活用状況を分析する

、[3]言語活動で作成した成果物をもとに「読み

の観点」の活用状況を分析することを試みた。

検証の結果、[1]教材Ⅰにおいて、児童は23の「

読みの観点」を習得した。児童は、4つの「読み

の観点」（①「じかんことば」、②「新しい人物

の登場」、③「あるひ」、④「キーワード」）で場

面を捉えることが明らかとなった。教材Ⅱでは

、習得した23観点のうち、21観点を活用するこ

とが明らかになった。児童は6つの学習方法（「



挿絵の入口と出口を提示し変化を問う」「場面同

士を比較する」「各場面からキーワードを抽出す

る」「場面の名付け」「山場の確定」「題名の関わ

り」）を活用した。教材Ⅲの導入で児童は、5つ

の「読みの観点」（「中心人物の行動・性格」「登

場人物の状況・境遇）」「作品設定」「場面展開の

予測」「因果関係」）を活用した。場面の比較に

おいて、児童は5つの「読みの観点」（「つなぎこ

とば」「状態副詞」「事柄の順序」「挿絵の遠近」

「場面の共通点」）を自力で活用することが明ら

かになった。[2]では、児童の87.5％が、場面構

造、展開の規則性を理解し、「読みの観点」を活

用することが明らかとなった。[3]では、すべて

の児童が5つの「読みの観点」を活用し、「紹介

レター」を作ることができた。本研究を通して

、「読みの観点」の段階的指導が、「読みの観点

」の習得・活用を促す可能性が高いことが明ら

かとなった。入門期の児童の読解力を向上させ

る効果的な指導方法と言える。 pp.1-24 

 

22. 「向山型国語

」が初等教育の学

力に与える効果 －

単元テストと学習

状況調査（学力テ

スト）の分析－ 

共著 令和6年9月 佐賀女子短期大学 研究紀

要第59集（1） 

本研究では、国語科における担任の指導方法の

違いが、児童の学力にどのような影響を与える

のか、学級間で差がみられるのかについて検証

した。具体的には、①「単元テスト」（年間）に

よる比較、②「県学習状況調査」による比較を

試み、領域別、観点別に有意差をみた。検証の

結果、①では、19単元のうち18単元において、A

組（「向山型国語」による指導）がB組（教師用

指導書や朱書編に沿った指導）を上回り、11単

元（全単元の約57.9%）において、有意差がみら

れた。同様に18単元において、A組がC組（教師

用指導書や朱書編に沿った指導）を上回り、14

単元（全単元の約73.7%）において、A組の有意

差がみられた。また、「知識・技能」「思考・判

断・表現」の両観点において、B組、C組に対し

、A組の有意差がみられた。到達率からみても、

A組、B組、C組の順に学力が高い結果となった。

②では、A組は、すべての領域、観点で、県平均

を上回った。B組、C組はともに、「話す・聞く」

「書く」「読む」の3領域で県平均を下回り、学

級間の学力差は、顕著である。本研究を通して

、国語科における指導方法の方法の違いが、児

童の学力を左右することが明らかとなった。「向

山型国語」は、教師用指導書や朱書編に沿った

指導に比べ、年間安定した学力を児童に保証す

る優れた指導方法と言える。  

【共著】脇山英靖・中島絵里香 pp.35-58 脇

山が1～5章、中島が1章のうち（1.8.1～1.8.10

）を執筆 

 



23. 「読みの観

点」の段階的指

導が初等教育の

読解力に与える

効果－単元テス

トと標準学力検

査の分析－ 

単著 令和7年3月 佐賀女子短期大学 研究紀

要第59集（2） 

本研究では，「読みの観点」の段階的指導が，児

童の学力にどのような影響を与えるのか，学級

間で差がみられるのかについて検証した。具体

的には，「読みの観点」の段階的指導を取り入れ

た学級と取り入れない学級について，同一単元

で授業を行い，2つの方法で効果を検証した。1

つは，「単元テスト」を実施し，領域別，合計得

点の有意差をみた。もう1つは，「標準学力検査

（CRT）」を実施し，全国平均と比較した。 

 「単元テスト」の結果，「知識・理解」「言語

」「合計得点」すべてにおいて，A組（「読みの観

点」の段階的指導）が，B組（「教師用指導書（

研究編）」に準じた指導を行った学級），C組（朱

書きで解説が詳細に掲載された「教師用教科書

（指導編）」に準じた指導を行った学級）を上回

り，有意差がみられた。「読みの観点」を習得・

活用させる段階的指導の効果は，顕著である。B

組とC組では，「知識・理解」「言語」「合計得点

」において，B組が上回った。しかし，有意差は

みられなかった。「研究編」と「指導編」を用い

た指導方法に差がないことを示す。「標準学力検

査（CRT）」の結果，A組は「話す・聞く」（114）

，「書く」（132），「読む」（138），「言語（言語に

ついての知識・理解・技能）」（135）であり，す

べての領域で全国比（100）を大幅に上回った。

「読む」領域で顕著となった。「読みの観点」の

段階的指導は，児童の読解力を向上させる指導

方法と言える。  pp.31-59 

 

24. 「読みの観

点」を活用した

教材分析，効果

的な指導方法（

1）－ 新教材『

模型のまち』の

授業展開案 － 

共著 令和7年3月 佐賀女子短期大学 研究紀

要第59集（2） 

本研究では，読解力を向上させる教材分析，効

果的な指導方法を開発する。〈1〉新教材を使っ

て，「読みの観点」にもとづいた教材分析を行う

，〈2〉「読みの観点」にもとづいた指導方法（授

業展開案）を作成する。具体的には，模擬授業

検討会，事後検討会等を経て，全時間分を発問

・指示で示す。最終的に，「17の読み」「107の発

問・指示」に整理した。「17の読む」「107の発問

・指示」は，「作品設定」「人物像」「中心人物の

心情の変化（クライマックス）」「モチーフ」「色

」「しかけ」「情景描写」「題名の意味」など，「

読みの観点」から検討することを児童に要求す

る。「読みの観点」を段階的に活用することがで

きるため，「観点の定着・応用をはかる」「学習

者自身，読む力がついたことを自覚する」こと

ができる。「17の読む」「107の発問・指示」は，

児童の読解力を向上させる可能性が高い。 

【共著】脇山英靖・中島絵里香 pp.61-97 第4

章（4.1～4.3）を中島が，それ以外を脇山が執

筆した。「5.2『読みの観点』にもとづいた『17

の読む』『107の発問・指示』」は，中島と脇山の

双方で協議，分析を行い，脇山が執筆した。 

 



（その他） 
1．「読みの観点

」で読解力を高

める 

  
平成28年3月 
 

 
第43回佐賀大学国語国

文学会実践発表 

 
５年物語教材『大造じいさんとがん』の読解授

業をもとに、挿絵の分析で読解力を高める効果

的な指導方法について提案を行い。児童の対話

活動やつぶやきから。「読みの観点」を抽出し、

習得した「読みの観点」がいかに活用されたの

か、児童の発言に分析を加えたものである。 
2． 国語力向

上指導者養成研

修（西部ブロッ

ク）の課程を修

了 

 H22.8.4 
～8.6 

独立行政法人教員研修

センターで研修を受け

る 

（福岡県福岡市） 

3．教職員等中

央研修 第３回中

堅教員研修の課

程を修了 
 

 H28.8.8 
～8.26 

独立行政法人教員研修

センターで研修を受け

る 

（茨城県つくば市） 

4．全国保育士

養成協議会 九州

ブロック協議会 
第23回九州ブロ

ックセミナー佐

賀大会 
 
 

 R5.8.25 分科会司会者 （西九州大学） 
保育士養成倫理綱領を読み込む～養成

校教員初任者研修を兼ねて～ 

 
※ 公立小学校における校内研究講師（指導助言・講演等） 
 
■平成２２年度 
１．平成２２年度 嬉野市立塩田小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H22.6.3） 
２．平成２２年度 有田町立有田小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H22.8.2） 
３．平成２２年度 有田町立有田小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H22.10.5） 
４．平成２２年度 嬉野市立塩田小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H22.11.1） 
 
■平成２３年度 
５．平成２３年度 嬉野市立塩田小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H23.6.1） 
６．平成２３年度 武雄市立北方小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H23.8.3） 
 
■平成２４年度 
７．平成２４年度 武雄市立北方小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H24.6.13） 
８．平成２４年度 武雄市立御船が丘小学校 模範授業（国語） 指導助言（H24.6.20） 
９．平成２４年度 武雄市立御船が丘小学校 模範授業（国語） 指導助言（H24.11.14） 
１０．平成２４年度 鹿島市立明倫小学校 模範授業・授業研究会（国語） 指導助言（H25.1.30） 
 
■平成２５年度 
１１．平成２５年度 小城市立牛津小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H25.8.6） 
１２．平成２５年度 みやき町立北茂安小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H25.8.7） 
１３．平成２５年度 武雄市立御船が丘小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H25.9.25） 
１４．平成２５年度 武雄市東川登小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H25.11.26） 
１５．平成２５年度 武雄市立御船が丘小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H25.11.27） 



１６．平成２５年度 武雄市立北方小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H25.12.2） 
１７．平成２５年度 武雄市立北方小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H25.12.11） 
１８．平成２５年度 武雄市立北方小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H25.12.25） 
１９．平成２５年度 佐賀市立川上小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H26.2.5） 
２０．平成２５年度 白石町立北明小学校 模範授業（国語） 指導助言（H26.2.24） 
 
■平成２６年度 
２１．平成２６年度 嬉野市立吉田小学校 模範授業・授業研究会（国語） 指導助言（H26.6.18） 
２２．平成２６年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H26.6.25） 
２３．平成２６年度 武雄市立北方小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H26.7.18） 
２４．平成２６年度 佐賀市立川上小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H26.8.1） 
２５．平成２６年度 唐津市立高島小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H26.8.4） 
２６．平成２６年度 鹿島市立七浦小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H26.8.7） 
２７．平成２６年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H26.11.19） 
２８．平成２６年度 佐賀市立川上小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H27.3.11） 
 
■平成２７年度 
２９．平成２７年度 神埼市立西郷小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H27.6.10） 
３０．平成２７年度 神埼市立神埼小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H27.6.24） 
３１．平成２７年度 神埼市立西郷小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H27.7.1） 
３２．平成２７年度 神埼市立神埼小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H27.7.2） 
３３．平成２７年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H27.7.8） 
３４．平成２７年度 小城市立牛津小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H27..8.6） 
３５．平成２７年度 鹿島市立明倫小学校 模範授業（国語） 指導助言・講話（H27.8.6） 
３６．平成２７年度 唐津市立長松小学校 模範授業（国語） 指導助言・講話（H27.10.7） 
３７．平成２７年度 神埼市立西郷小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H27.10.14） 
３８．平成２７年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H27.11.4） 
３９．平成２７年度 神埼市立西郷小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H27.11.11） 
４０．平成２７年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H27.11.26） 
４１．平成２７年度 佐賀市立川上小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H27.12.2） 
４２．平成２７年度 太良町立多良小学校 模範授業（国語） 指導助言・講話（H28.2.17） 
４３．平成２７年度 佐賀市立川上小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.3.9） 
 
■平成２８年度 
４４．平成２８年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.6.3） 
４５．平成２８年度 小城市立牛津小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.6.15） 
４６．平成２８年度 神埼市立西郷小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.6.22） 
４７．平成２８年度 小城市立牛津小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.8.29） 
４８．平成２８年度 神埼市立西郷小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.8.30） 
４９．平成２８年度 神埼市立西郷小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.8.31） 
５０．平成２８年度 小城市立牛津小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.10.19） 
５１．平成２８年度 神埼市立西郷小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.10.25） 
５２．平成２８年度 神埼市立神崎小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.10.26） 
５３．平成２８年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.10.28） 
５４．平成２８年度 神埼市立西郷小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.11.2） 
５５．平成２８年度 小城市立牛津小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.11.16） 



５６．平成２８年度 小城市立牛津小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.11.24） 
５７．平成２８年度 神埼市立西郷小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H28.11.29） 
５８．平成２８年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語）  指導助言（H28.12.2） 
５９．平成２８年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会 （国語）  指導助言・講話 （H29.2.28） 
 
■平成２９年度 
６０．平成２９年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H29.6.7） 
６１．平成２９年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H29.6.29） 
６２．平成２９年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H29.7.6） 
６３．平成２９年度 神埼市立西郷小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H29.7.12） 
６４．平成２９年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H29.8.8） 
６５．平成２９年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H29.8.23） 
６６．平成２９年度 神埼市立西郷小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H29.10.11） 
６７．平成２９年度 神埼市立西郷小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H29.11.1） 
 
■平成３０年度 
６８．平成３０年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H30.6.14） 
６９．平成３０年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H30.10.18） 
７０．平成３０年度 鹿島市立明倫小学校 授業研究会（国語） 指導助言（H30.11.1） 
 
■令和３年度 
７１．令和３年度 伊万里市立波多津小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R3.10.27） 
 
■令和４年度 
７２．令和４年度 神埼市立神埼小学校 校内研修会（国語） 模範授業・指導助言（R4.05.25） 
７３. 令和４年度 神埼市立神埼小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R4.06.22） 
７４. 令和４年度 神埼市立神埼小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R4.10.05） 
７５. 令和４年度 神埼市立神埼小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R4.11.02） 
 
■令和５年度 
７６. 令和５年度 有田町立有田小学校 校内研修会（国語） 模範授業・指導助言（R5.05.10） 
７７. 令和５年度 神埼市立神埼小学校 校内研修会（国語） 模範授業・指導助言（R5.05.17） 
７８. 令和５年度 有田町立有田小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R5.06.01） 
７９. 令和５年度 鹿島市立北鹿島小学校 校内OJT研修会（国語） 指導助言（R5.06.15） 
８０. 令和５年度 神埼市立神埼小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R5.06.28） 
８１. 令和５年度 有田町立有田小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R5.07.31） 
８２. 令和５年度 鹿島市立北鹿島小学校 校内OJT研修会（国語） 指導助言（R5.08.01） 
８３. 令和５年度 神埼市立神埼小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R5.10.11） 
８４. 令和５年度 鹿島市立北鹿島小学校 校内 OJT 研修会（国語） 指導助言（R5.10.20） 
８５. 令和５年度 有田町立有田小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R5.10.25） 
８６. 令和５年度 有田町立有田小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R5.11.15） 
８７. 令和５年度 神埼市立神埼小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R5.12.06） 
８８. 令和５年度 有田町立有田小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R5.12.08） 
８９. 令和５年度 鹿島市立北鹿島小学校 校内 OJT 研修会（国語） 指導助言（R6.02.13） 
 
■令和６年度 
９０. 令和６年度 神埼市立神埼小学校 校内研修会（国語） 模範授業・指導助言（R6.05.21） 



９１. 令和６年度 神埼市立神埼小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R6.07.03） 
９２. 令和６年度 鹿島市立北鹿島小学校 OJT研修会（国語） 指導助言（R6.08.05） 
９３. 令和６年度 鹿島市立北鹿島小学校 OJT研修会（国語） 指導助言（R6.10.17） 
９４. 令和６年度 神埼市立神埼小学校 校内研修会（国語） 指導助言（R6.12.04） 
９５. 令和６年度 鹿島市立北鹿島小学校 OJT研修会（国語） 指導助言（R7.02.20） 
 
■令和７年度 
９６. 令和７年度 神埼市立神埼小学校 校内研修会（国語） 模範授業・指導助言（R7.05.08） 
９７. 令和７年度 鹿島市立北鹿島小学校 メンタリング研修会（国語） 指導助言（R7.05.29） 
 
〈講演会〉 
 
1．子育て支援センター事業「子育て講演会」講演会講師  
「乳幼児からつながる就学期」～小学校世界から見える親子関係～（多久市子育て支援センター）

（R3.1.28） 
 
2．子育て支援センター事業「子育て講演会」講演会講師  
「乳幼児からつながる就学期」～小学校世界から見える親子関係～（多久市子育て支援センター）

（R4.3.17） 
 
3．「子育て講演会」講師  
「小学校から見える乳幼児期」～親子関係をとおして～（多久市認定こども園さくらんぼ）（R4.6.18） 
 
4．子育て支援センター事業「子育て講演会」講演会講師  
「乳幼児からつながる就学期」～小学校世界から見える親子関係～（多久市子育て支援センター）

（R5.3.16） 
 
5．子育て支援センター事業「子育て講演会」講演会講師  
「乳幼児からつながる就学期」～小学校世界から見える親子関係～（多久市子育て支援センター）

（R6.3.15） 
  
6．子育て支援センター事業「子育て講演会」講演会講師  
「乳幼児からつながる就学期」～小学校世界から見える親子関係～（多久市子育て支援センター）

（R7.3.6） 
 
＜所属学会等＞ 
 
 日本教育技術学会（R2.4～） 
 

 


